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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月12日(2014.6.12)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　そのために、本発明は、シンボルを副搬送波にマッピングするために電気通信デバイス
によって用いられるシフトパラメータｐを確定する方法に関するものである。この方法は
、電気通信デバイスが少なくとも２つの送信アンテナを備え、シンボルが、電気通信デバ
イスの各アンテナを通じて、電気通信デバイスに割り当てられた２よりも厳密に大きな少
なくとも偶数Ｋ個の副搬送波で転送され、
　電気通信デバイスが、電気通信デバイスの第１のアンテナによって、タイムスロットの
期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする割り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、周波数領域
におけるシンボル「Ｘｋ」を表す信号を転送し、
　電気通信デバイスが、電気通信デバイスの第２のアンテナによって、上記タイムスロッ
トの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする割り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、式Ｘ’

ｋ
secondAnt＝ε（－１）k+1Ｘ＊

(p-1-k)modKによって第１の送信アンテナで転送される
信号から導出されたシンボル「Ｘ’ｋ」を表す信号を転送し、ここで、εは１又は－１で
あり、Ｘ＊はＸの複素共役を意味し、ｐ－１－ｋはモジュロＫ（modulo K）がとられてお
り、Ｋは偶数であり、ｐは偶数であるとする方法である。そして、この方法は、
　副搬送波を電気通信デバイスに割り当てるステップであって、副搬送波が少なくとも２
つのクラスタにグループ化され、各クラスタが、電気通信デバイスに割り当てられていな
い少なくとも１つの副搬送波によって別のクラスタから分離される、ステップと、
　シフトパラメータｐを確定するステップであって、シフトパラメータｐが、偶数であり
、電気通信デバイスに割り当てられた副搬送波のクラスタに応じて確定される、ステップ
とを含むことを特徴とする。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００１８】
　また、本発明は、シンボルを副搬送波にマッピングするために電気通信デバイスによっ
て用いられるシフトパラメータｐを確定するデバイスに関する。このデバイスは、電気通
信デバイスが少なくとも２つの送信アンテナを備え、シンボルが、電気通信デバイスの各
アンテナを通じて、電気通信デバイスに割り当てられた２よりも厳密に大きな少なくとも
偶数Ｋ個の副搬送波で転送され、
　電気通信デバイスが、電気通信デバイスの第１のアンテナによって、タイムスロットの
期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする割り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、周波数領域
におけるシンボル「Ｘｋ」を表す信号を転送し、
　電気通信デバイスが、電気通信デバイスの第２のアンテナによって、上記タイムスロッ
トの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする割り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、式Ｘ’

ｋ
secondAnt＝ε（－１）k+1Ｘ＊

(p-1-k)modKによって第１の送信アンテナで転送される
信号から導出されたシンボル「Ｘ’ｋ」を表す信号を転送し、ここで、εは１又は－１で
あり、Ｘ＊はＸの複素共役を意味し、ｐ－１－ｋはモジュロＫがとられており、Ｋは偶数
であり、ｐは偶数であるとするデバイスである。そして、このシフトパラメータを確定す
るデバイスは、
　副搬送波を電気通信デバイスに割り当てる手段であって、副搬送波が少なくとも２つの
クラスタにグループ化され、各クラスタが、電気通信デバイスに割り当てられていない少
なくとも１つの副搬送波によって別のクラスタから分離される、手段と、
　シフトパラメータｐを確定する手段であって、シフトパラメータｐが、偶数であり、電
気通信デバイスに割り当てられた副搬送波のクラスタに応じて確定される、手段と
を備えることを特徴とする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本発明によれば、シンボルを副搬送波にマッピングするために電気通信デバイスによっ
て用いられるシフトパラメータｐが確定される。電気通信デバイスは、少なくとも２つの
送信アンテナを備え、シンボルは、電気通信デバイスに割り当てられた２よりも厳密に大
きい少なくとも偶数Ｋ個の副搬送波で、電気通信デバイスの各アンテナを通じて転送され
る。電気通信デバイスは、この電気通信デバイスの第１のアンテナによって、タイムスロ
ットの期間中に、割り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、周波数領域におけるシンボ
ル「Ｘｋ」を表す信号を転送する。ここで、ｋ＝０～Ｋ－１である。電気通信デバイスは
、この電気通信デバイスの第２のアンテナによって、上記タイムスロットの期間中に、割
り当てられた副搬送波「ｋ」それぞれで、式Ｘ’ｋ

SecondAnt＝ε（－１）k+1Ｘ＊
(p-1-k

)modKによって第１の送信アンテナで転送される信号から導出されるシンボル「Ｘ’ｋ」
を表す信号を、転送する。ここで、ｋ＝０～Ｋ－１であり、εは１又は－１であり、Ｘ＊

はＸの複素共役を意味し、ｐ－１－ｋはモジュロＫがとられており、Ｋ及びｐは偶数であ
る。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＦＤＭＡライクの変調方式又はＳＣ－ＦＤＭＡライクの変調方式でシンボルを副搬送
波にマッピングするために電気通信デバイスによって用いられるシフトパラメータｐを確
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定する方法であって、前記電気通信デバイスが少なくとも２つの送信アンテナを備え、前
記シンボルが、前記電気通信デバイスの前記アンテナそれぞれを通じて、前記電気通信デ
バイスに割り当てられた２よりも大きな少なくとも偶数Ｋ個の副搬送波で送信され、
　前記電気通信デバイスが、前記電気通信デバイスの第１のアンテナによって、タイムス
ロットの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする番号「ｋ」の割り当てられた副搬送波それぞれ
で、周波数領域におけるシンボル「Ｘｋ」を表す信号を送信し、
　前記電気通信デバイスが、前記電気通信デバイスの第２のアンテナによって、前記タイ
ムスロットの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする番号「ｋ」の割り当てられた副搬送波それ
ぞれで、番号ｋの周波数それぞれについて、式Ｘ’ｋ

secondAnt＝ε（－１）k+1Ｘ＊
(p-1

-k)modKによって前記第１の送信アンテナで送信される前記信号から導出されたシンボル
「Ｘ’ｋ」を表す信号を送信し、ここで、εは値として１又は－１をとることができ、Ｘ
＊はＸの複素共役を意味し、ｐ－１－ｋはモジュロＫがとられており、Ｋは偶数であり、
ｐは偶数である、方法において、
　副搬送波を前記電気通信デバイスに割り当てるステップであって、前記副搬送波が少な
くとも２つのクラスタにグループ化され、前記クラスタそれぞれが、前記電気通信デバイ
スに割り当てられていない少なくとも１つの副搬送波によって別のクラスタから分離され
る、ステップと、
　前記シフトパラメータｐを確定するステップであって、前記シフトパラメータｐが、偶
数であり、前記電気通信デバイスに割り当てられた副搬送波のクラスタに応じて確定され
る、ステップと
を含み、
　前記電気通信デバイスに割り当てられた最初の前記副搬送波及び最後の前記副搬送波か
ら実用上の等距離にある前記副搬送波が、前記電気通信デバイスに割り当てられた副搬送
波である場合、前記シフトパラメータｐは、前記電気通信デバイスに割り当てられ且つ第
１のクラスタに含まれる副搬送波の数に等しいか、又は前記電気通信デバイスに割り当て
られ且つ少なくとも２つのクラスタに含まれる副搬送波の数の合計に等しいことを特徴と
する方法。
【請求項２】
　前記最初の副搬送波及び前記最後の副搬送波から実用上の等距離にあるインデックスｎ

equidistantの前記副搬送波が、前記電気通信デバイスに割り当てられる場合、前記シフ
トパラメータｐは、以下の数式で求まる数字以下の最も近い偶整数として選択され、
【数１】

　ここで、ｑは、インデックスｎequidistantの前記副搬送波を含むクラスタＣＬｑのイ
ンデックスであり、Ｍｉは、クラスタＣＬｉに含まれる前記副搬送波の数であり、ｎｑは
、前記クラスタＣＬｑの最初の前記副搬送波のインデックスであることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の送信アンテナ及び前記第２の送信アンテナのそれぞれでシンボルＸｋ及びシ
ンボルＸ’ｋ（Ｘ’ｋ＝ε（－１）kＸ＊

(p-1-k)modK、なおεは値として１をとる）がマ
ッピングされているｋ番目の割り当てられた副搬送波と、前記第１の送信アンテナ及び前
記第２の送信アンテナのそれぞれでシンボルＸ(p-1-k)modK及びシンボル（－１）(p-1-k)

modKＸ＊
ｋがマッピングされている（ｐ－１－ｋ）ｍｏｄＫ番目の割り当てられた副搬送

波とがペアにされることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１の送信アンテナ及び前記第２の送信アンテナのそれぞれでシンボルＸｋ及びシ
ンボルＸ’ｋ（Ｘ’ｋ＝（－１）kＸ＊

(p-1-k)modK）がマッピングされているｋ番目の割
り当てられた副搬送波と、前記第１の送信アンテナ及び前記第２の送信アンテナのそれぞ
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れでシンボルＸ(p-1-k)modK及びシンボル（－１）(p-1-k)modKＸ＊
ｋがマッピングされて

いる（ｐ－１－ｋ）ｍｏｄＫ番目の割り当てられた副搬送波とがペアにされ、前記シフト
パラメータｐは、異なるクラスタにマッピングされている副搬送波とペアにされている副
搬送波の数を最小にするように確定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は無線セルラー電気通信ネットワークの基地局によって実行され、前記電気通
信デバイスは前記基地局によってハンドリングされる移動局であることを特徴とする請求
項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記移動局に割り当てられた前記副搬送波を表す情報を前記移動局に送信するステップ
をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記確定されたシフトパラメータを表す情報を送信するステップをさらに含むことを特
徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記移動局について確定された前記シフトパラメータを用いて、前記移動局に割り当て
られた副搬送波に対するシンボルをデマッピングするステップをさらに含むことを特徴と
する請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記シフトパラメータｐの前記確定は、無線セルラー電気通信ネットワークの移動局に
よって実行されることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　シンボルを副搬送波にマッピングするために電気通信デバイスによって用いられるシフ
トパラメータｐを確定するデバイスであって、前記電気通信デバイスが少なくとも２つの
送信アンテナを備え、前記シンボルが前記電気通信デバイスの前記アンテナそれぞれを通
じて、前記電気通信デバイスに割り当てられた２よりも大きな少なくとも偶数Ｋ個の副搬
送波で送信され、
　前記電気通信デバイスが、前記電気通信デバイスの第１のアンテナによって、タイムス
ロットの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする番号「ｋ」の割り当てられた副搬送波それぞれ
で、周波数領域におけるシンボル「Ｘｋ」を表す信号を送信し、
　前記電気通信デバイスが、前記電気通信デバイスの第２のアンテナによって、前記タイ
ムスロットの期間中に、ｋ＝０～Ｋ－１とする番号「ｋ」の割り当てられた副搬送波それ
ぞれで、番号ｋの周波数それぞれについて、式Ｘ’ｋ

secondAnt＝ε（－１）k+1Ｘ＊
(p-1

-k)modKによって前記第１の送信アンテナで送信される前記信号から導出されたシンボル
「Ｘ’ｋ」を表す信号を送信し、ここで、εは値として１又は－１をとることができ、Ｘ
＊はＸの複素共役を意味し、ｐ－１－ｋはモジュロＫがとられており、ｐは偶数である、
デバイスにおいて、
　副搬送波を前記電気通信デバイスに割り当てる手段であって、前記副搬送波が少なくと
も２つのクラスタにグループ化され、前記クラスタそれぞれが、前記電気通信デバイスに
割り当てられていない少なくとも１つの副搬送波によって別のクラスタから分離される、
手段と、
　前記電気通信デバイスに割り当てられた最初の前記副搬送波及び最後の前記副搬送波か
ら実用上の等距離にある前記副搬送波を求める手段と、
　前記シフトパラメータｐを確定する手段であって、前記シフトパラメータｐが、偶数で
あり、前記電気通信デバイスに割り当てられた副搬送波のクラスタに応じて確定される、
手段と
を備え、
　前記電気通信デバイスに割り当てられた最初の前記副搬送波及び最後の前記副搬送波か
ら実用上の等距離にある前記副搬送波が、前記電気通信デバイスに割り当てられた副搬送
波である場合、前記シフトパラメータｐは、前記電気通信デバイスに割り当てられ且つ第
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１のクラスタに含まれる副搬送波の数に等しいか、又は前記電気通信デバイスに割り当て
られ且つ少なくとも２つのクラスタに含まれる副搬送波の数の合計に等しいことを特徴と
するデバイス。
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